
                                       【公開授業Ⅰ】 

第５学年 算数科学習指導案 
                     児 童 ５年２組 男子８名 女子１１名 計１９名 
                     指導者 小倉 仁志（５年２組教室） 
                     児 童 ５年２組 男子８名 女子１０名 計１８名 
                     指導者 高𣘺𣘺 尚子（５年３組教室） 
 
１ 単元名 図形の角 「図形の角を調べよう」 

 
２ 単元について 

（１）児童について 
   本学級の児童は，与えられた課題について考えていこうとする姿勢は身に付いている。発言など

をして積極的に授業に参加しようとする児童とそうでない児童が固定化している部分もあるが，自

信があるときには発言しようとしている児童は多い。発言をする児童の中で，自分の考えを順序立

てて説明できる児童は限られている。そのため，これまでにペアやグループでの学習を行い，自分

の考えを相手に伝えたり，解決法を相談したりする活動を行ってきた。そうすることによって，全

体の場では発表できなくても，ペアやグループの相手にはなんとか自分の考えを伝えようとする気

持ちが育ってきている。しかし，ペアやグループでの活動の中でも，自分の考えがまとまらないた

め交流ができず，他の児童の考えを理解することも難しい児童も見られる。 
   本単元に関わる事前テストを実施した結果は，次の通りである。 

    事前テストの結果から，二等辺三角形，正三角形の性質についての通過率が大きく落ち込んでい

ることが分かった。その中で，特に多かった間違いは，正三角形の一つの角の大きさを９０°とし

てしまうものだった。図を見て確かめれば，二等辺三角形の二つの角の大きさが等しいことや，正

三角形の角の大きさが等しく，大きさは６０°であることは理解できるのではないかと考えられる。

しかし，言葉でそれらを表現することに慣れていないように感じる。また，三角定規の角の大きさ

についても落ち込みが見られた。三角定規の二つの角を合わせた角度を答える問題（９０°と４

５°）だったが，一つの角の大きさだけを答えている児童や，６０°と４５°を合わせて答えてい

る間違いが多かった。 
   指導の際には，三角定規の角の大きさについて定着を図るとともに，言葉による表現に慣れさせ

るよう，考え方を説明させる機会を多く取り入れていきたい。 
 
（２）教材について 
   本単元で扱う内角の和の大きさや多角形は，学習指導要領には以下のように位置づけられている。 

事前テストの内容 通過率 
①二等辺三角形，正三角形の角の性質が分かっているか。 １４％ 
②半回転の角度，４直角の角度が分かっているか。 ９５％ 
③二等辺三角形，正三角形を弁別できるか。 ９５％ 
④三角定規のそれぞれの角の大きさが分かっているか。 ７６％ 
⑤半回転の角度が１８０°であることから，角度を求めることができるか。 ８６％ 
⑥平行な直線は他の直線と等しい角度で交わることから，角度を求めること

ができるか。 
８１％ 

⑦（未習内容）三角形の内角の和が１８０°であることが分かるか。 ４３％ 



第５学年 Ｃ図形 
（１）図形についての観察や構成などの活動を通して，平面図形についての理解を深める。 
 ア 多角形や正多角形について知ること。 
 ウ 図形の性質を見いだし，それを用いて図形を調べたり構成したりすること。 

   本単元では，三角形の内角の和が１８０°であることを帰納的に見出し理解するとともに，その

見方から，さらに四角形の内角の和の求め方や五角形，六角形…などの多角形の内角の和について

も，三角形の内角の和が１８０°であることを基にすることで，演繹的に考えることをねらいとし

ている。さらに，四角形の敷き詰めへと発展させ，図形のもつ不思議さや美しさまでも体感させる

こともねらいとしている。 
   児童は，第２学年では，直角について，平角を二等分した（半分に折った）形として定義してい

る。第３学年では，二等辺三角形や正三角形の性質の学習として，角を切り取ったり，折って重ね

たりする操作を通して，形としての角の相等について学習している。第４学年では，回転による半

直線の開き具合の量として角をとらえ，分度器を用いてその量を測定したり，必要な角の大きさを

表したりする学習を行っている。また，平行や垂直の観点から，四角形の弁別を行い，平行四辺形

や台形などの概念や性質，かき方などを学習している。さらに，第５学年の第５単元では，合同な

形の定義と，合同な形の性質やかき方を学習している。これらの既習を適宜想起するようにしたい。 
 
（３）指導にあたって 
   本単元は，２つの小単元で成り立っている。１つ目は，「三角形と四角形の角」，２つ目は「しき

つめ」である。 
＜手立て１考えを表現する活動の工夫にかかわって＞ 

・「三角形と四角形の角」の学習は，三角形の角について帰納的に考えていく場面と，そこで分かっ

たことを使い多角形の角について演繹的に考えていく場面がある。前半では，三角形の内角の和が

１８０°になることを，敷き詰めや角度を調べる活動の結果を交流し合うことで児童に理解させる

ようにしたい。その際，多角形の学習につなげるために，三角形を敷き詰めたときにできる四角形

を使って，四角形の中に三角形があるということをおさえておく。後半では，四角形の内角の和を

実測するのではなく，いくつかの三角形に分割すれば前時の学習内容である三角形の内角の和を基

に計算できることを演繹的に求めさせたい。その際，自分の考えを整理させることと，自信を持た

せることのために，三角形の分割の仕方と四角形の内角の和の求め方をペアや同じ考えのグループ

で交流してから，発表をさせる。全体交流では，一人で全て説明してしまうのでなく，何人かで説

明するなど，友だちの考えを読み取る活動もいれていきたい。さらに，多角形の内角の和を求める

際にも四角形同様に対角線で分割してできる三角形の数と角度をまとめさせながら，その規則性に

着目させたい。 
 ・「しきつめ」では，敷き詰める際どのようなことに気を付けたか，または，敷き詰められたものを

見て気づいたことについて話し合い，どんな四角形でも４つの角の和が３６０°になることを基に

して敷き詰められることを論理的に説明できるようにさせたい。 
＜手立て２学びを整理する場を位置づけた指導にかかわって＞ 

 ・「ふりかえる」の段階で，友だちの考えから学んだこと，さらに考えてみたいこと，自分の学びに

ついて思ったこと等を学習感想として書く中で，三角形の内角の和を基にして考えるという方法で

学んできたことに気づかせたい。 
 
 
 
 
 



３ 単元の系統 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 単元の指導計画 

（１）単元の目標 
  ○三角形や四角形の内角の和について，図形の性質として見出し，それを用いて図形を調べたり構

成したりすることができるようにする。 
 【関心・意欲・態度】 ・筋道立てて考えることのよさを認め，三角形の内角の和が１８０°である 

ことを基に，四角形や他の図形の性質を調べようとする。 
 【数学的な考え方】 ・三角形の内角の和が１８０°になることを三角形の性質ととらえ，それを 

基に，四角形の内角の和について演繹的に考え，四角形の性質としてとら 
えることができる。 

 【   技 能   】 ・三角形や四角形の内角の和を用いて，未知の角度を計算で求めることがで 
きる。 

 【  知識・理解  】 ・三角形の内角の和が１８０°であることや，四角形の内角の和は三角形に 
分けることによって求められることを理解する。 

 
（２）単元の指導計画・評価計画（８時間） 
時 目  標 学 習 活 動 おもな評価規準 関  連 
①三角形と四角形 

１ プロローグ ・ｐ．２の写真を見て，三角形で敷き詰められた模様について話し合い，興

味・関心を高めながら，ｐ．１２９の三角形を切り取って，実際に２種類

の三角形が敷き詰められるかどうか考える。 

＊しきつめる 
＊合同な三角形 

・三角形の内角の和は１８

０°であることを理解

し，計算で三角形の角の

大きさを求めることがで

きる。 

・敷き詰められた三角形を基

に，三角形の３つの角の大き

さの決まりを調べる。 
・三角定規の角の大きさの和を

調べる。 

関三角形の内角の和に関

心を持ち，いろいろな方

法で調べようとしてい

る。 
 

○三角形 
＊対応する辺 
＊三角定規の角 
＊しきつめる 
・角を１点に集めると

一直線（２直角）に

４年 ５年 ６年 

②角の大きさ 
・回転の角の大きさと単位 
・角度のはかり方，かき方 
・対頂角の性質 

④垂直・平行と四角形 
・台形，平行四辺形，ひし

形の定義，性質，かき方 
・対角線の定義 

⑤合同な図形 
・合同の定義 
・合同な図形の性質 
・合同な図形のかき方 

⑨図形の角 
・三角形，四角形の内角の和 
・多角形の定義 
・多角形の内角の和 

⑬正多角形と円周の長さ 
・正多角形の定義 
・正多角形の性質と作図 

⑤対称な形 
・線対称，点対称の概念，性

質，かき方 
・対称性による多角形の考察 

⑦拡大図と縮図 
・拡大図・縮図の定義，性質，

かき方 
・縮図を利用した実測 



２ ・いろいろな三角形について，

３つの角の大きさの和が１

８０°になることを知る。 
・三角形の内角の和が１８０°

になることを活用して，三角

形のいろいろな角度を計算

で求める。 

考三角形の内角の和を，三

角形を敷き詰めたり，三

角定規の角の大きさを調

べたりすることを通して

帰納的に考え，説明して

いる。 
技計算で三角形の角の大

きさを求めることができ

る。 

並んでいる。 
・三角形の３つの角の

大きさの和 

３ 
 
本 
時 

・三角形の内角の和を基に

して，四角形の内角の和

が３６０°であることを

考え，説明することがで

きる。 

・角度をはからないで，四角形

の４つの内角の和を求める

方法を考える。 
・各自の考えた求め方について

発表し，検討する。 

考三角形の内角の和を基

にして，四角形の内角の

和の求め方を演繹的に考

え，説明している。 

○四角形 
・三角形の内角の和

（１８０°） 
＊対角線 
＊頂点 
・一直線は１８０° 
・一回転は３６０° 

４ ・四角形の内角の和は３６

０°であることを使っ

て，計算で四角形の角の

大きさを求めることがで

きる。 

・計算で四角形の角の大きさを

求める。 
技計算で四角形の角の大

きさを求めることができ

る。 

・四角形の内角の和

（３６０°） 

５ ・「多角形」を知り，多角形

の内角の和の求め方を考

え，内角の和を求めるこ

とができる。 

・「五角形」「六角形」「多角形」

の意味を理解する。 
・五角形，六角形の内角の和を

三角形に分けて調べ，多角形

の内角の和について表にま

とめる。 

考三角形の内角の和を基

に，多角形の内角の和を

三角形に分けて求める方

法を考え，説明している。 
知多角形の内角の和は，三

角形によって求められる

ことを理解している。 

○多角形 
・三角形の内角の和

（１８０°） 
＊対角線 
＊頂点 
○表 

②しきつめ 

６ ・基本図形の敷き詰めを通

して，図形に親しみ，そ

の美しさを感得するとと

もに，論理的な思考力を

高める。 

・折り込みにある一般四角形の

同じ図形を並べて，すきま無

く敷き詰める。 
・形も大きさも同じ四角形が敷

き詰められる理由を考える。 
・平行四辺形の一部を変形して

いって，おもしろい敷き詰め

模様を作る。 

関おもしろい敷き詰め模

様を作ろうとしている。 
考形も大きさも同じ四角

形が敷き詰められること

の理由を考え，筋道立て

て説明している。 

＊四角形の敷き詰め 
 平行四辺形，台形，

ひし形 
・一つの点に，四角形

の４つの角が集ま

ると３６０° 

○まとめ 
７ ・学習内容の定着を確認し，

理解を確実にする。 
・「しあげ」の問題に取り組む。 知基本的な学習内容を身

につけている。 
 

８ ・【発展】巻末ｐ．１２２～１２３の「おもしろ問題にチャレンジ！」に取り組み，学習内

容を基にじっくり考え，追究する。 
 

 
 



５ 本時について 

（１）目標 
   三角形の内角の和を基にして，四角形の内角の和が３６０°であることを考え，説明することが

できる。 
 
（２）本時の評価の観点と評価規準 

        評価規準 
観点 

概ね満足できる 支援を要する児童への手立て 

 三角形の内角の和を基にし

て，四角形の内角の和の求め方

を演繹的に考え，説明してい

る。 
（数学的な考え） 

 四角形の内角の和の求め方に

ついて，三角形の内角の和を基

にして考え，いくつかの三角形

に分け，四角形の内角の和が３

６０°であることを説明するこ

とができる。 
（ノート・発表） 

 対角線を引かせ，四角形の中

に三角形が見つけられないか

考えさせる。 
 
 

 
（３）展開 

段
階 学習活動 教師の支援（・）評価（□）手立て（◆） 

つ
か
む 

 
 

３
分 

１ 課題を把握する。 
○図を見て，四角形の４つの角とそれらの大 

きさの和を求めることを確認する。 
○本時の課題を考える。 

 
・前時に三角形の角の和を求めたことに触れ，本

時は四角形の角の和を求めることを伝える。 
・四角形の図を提示する。 

み
と
お
す 

 
 
 
 

５
分 

２ 見通しをもつ。 
○正方形と長方形の４つの角の大きさの和 

が３６０°になることを確かめる。 
○どのように考えればよいか見通しを持つ。 
・三角形の内角の和よりも大きくなりそう 

だ。 
・四角形を三角形に分けられそうだ。 

 
・正方形と長方形について，４つの角の大きさの

和が３６０°になることを紹介し，本時で扱う

四角形も同じなのか興味を持たせる。 
・本時は角度をはかったり，図を切ったりしない

ことを確認する。 
・既習事項で使えることがないか考えさせる。 
・三角形に分けるためには，補助線を引けばよい

ことを確認する。 

四角形の４つの角の大きさの和の求め

方を考えよう。 



た

し

か

め

る 
 
 

 
27 
分 

３ 自力解決をする。 
○図にかきこみながら内角の和を考える。 

ア １本の対角線によって２つの三角形 
に分ける。 

        Ｄ 
    Ａ      
 
 
  Ｂ       Ｃ 
  １８０×２＝３６０ 答え３６０° 

イ ２本の対角線によって４つの三角形 
 に分ける。 

        Ｄ 
    Ａ 
 
       
  Ｂ       Ｃ 
  １８０×４－３６０＝７２０－３６０ 
           ＝３６０ 
             答え３６０° 
 
ウ １つの辺の上に点Ｅをとり，点Ｅと頂 
点とを結んだ直線で３つの三角形に分 
ける。 

        Ｄ 
    Ａ 
 
 
  Ｂ   Ｅ   Ｃ 
  １８０×３－１８０＝５４０－１８０ 
           ＝３６０ 
             答え３６０° 
   
○図にどのようなかき込みをしたか発表す

る。 
 
 
４ 考えを交流する。 
○同じ考えのグループで，図についての式や 
説明を考える。 

 
 
 
 
 

 
・かき込みができるプリントを配り，角の大きさ

を求めることに必要な説明や式をかくようにさ

せる。 
 
・考えが進まない児童や三角形に分けられない児

童には，対角線を１本引かせることで，三角形

に分けられないか考えさせる。 
 
・早く終わった児童には，他の考え方もかくよう

にさせる。 
 
・どの児童がどのような考えをしているかを把握

し，グループの人数や数を考えておく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・児童がかき込んでいる図を紹介し，自分と同じ

考えはどれか考えさせる。それをもとにグルー

プを作り，交流につなげる。 
 
◆手立て１－ア 

・同じ考えのグループで図についての式と説明を

交流し，式とその根拠を確認させる。 

・自分の考えが完成していない児童もグループ内

で完成している考えを聞き，考えをまとめるよ

うにさせる。 



 

○全体で学び合う。 
・図についての説明や式をグループから発

表する。 
・他のグループの発表について，図と説明

や図と式の結びつきを考える。 
  
・アの考えについて 
２つの三角形に分けている。 
三角形が２つ分なので， 
式は１８０×２になる。 
 
 

・イの考えについて 
式は１８０×４－３６０になる。 
４つの三角形に分けているので， 
１８０×４。 
四角形の角になっていない部分（３６

０°）を引くので，－３６０ 
 
・ウの考えについて 
式は１８０×３－１８０になる。 
３つの三角形に分けているので， 
１８０×３。 
四角形の角になっていない部分（１８

０°）を引くので，－１８０ 
 
 
 

 イ′ 
          Ｄ 
    Ａ 
 
        Ｅ 
 
   Ｂ        Ｃ 
 

◆手立て１－イ 

・式と図がどのように結びついているかに注目さ 

せる。 

・それぞれの考えの共通点を考えさせる。 

 

 

・アの考えについての説明をさせ，図と説明や図

と式の結びつきを考えさせる。 
１本の対角線で２つの三角形に分けることが

でき，三角形の内角の和の２つ分で考えられる

ことをおさえる。 
 

・イの考えの式を発表させ，なぜそのような式に

なるのかを考えさせる。 
四角形の角にはなっていない部分を引かなけ

ればならないので，－３６０となることをおさ

える。 
 

・ウの考えについて式を発表させながら，どのよ

うに考えたのかを明らかにしていく。 
  １つの辺上に点をとることによって，３つの

三角形に分けられることと，イと同じように四

角形の角にはなっていない部分を引いているこ

とをおさえる。 
 
・児童に全ての考えがない場合は，教師から一部

を紹介し，児童に考えさせる。 
 

・全ての考えを扱った後，イ′の考えとしてイと

同じように４つの四角形に分ける考えは，四角

形の内部に点Ｅをとり，点Ｅと各頂点とを結ん

だ直線で分ける考えもあることを紹介する。イ

と式は同じになり，同じ考え方ということに気

づかせる。 
 



 

○考えの共通点を考える。 
・どの考え方も，三角形に分けて考えてい

る。 
 
○四角形の内角の和が３６０°であること 
を確認する。 

 

・全ての考えの共通点を考えさせる。 
・三角形に分けて考えているので，三角形の内角

の和１８０°を使っていることをおさえる。 
 
・正方形や長方形も，本時で扱った四角形も内角

の和が３６０°であることから，四角形の内角

の和が３６０°であることを確認する。 

ま
と
め
る 

 
 

４
分 

５ まとめをする。 
○四角形の内角の和を求めるために使われ 
た考え方をまとめとしてノートに書き，発 
表する。 

 
・本時の学習を振り返り，それぞれの考えの共通

点（どの考えも三角形の内角の和を基にしてい

る）を確認し，まとめにつなげる。 
◆手立て２ 

・自分でまとめを考え，学びを整理する。 

・児童一人一人でまとめを書かせ，発表させる。 

ふ
り
か
え
る
６
分 

６ 学習の振り返りをする。 
○感想を書き，発表する。 

・友だちの考えを見て感じたこと。 
・これからの学習で生かしたいこと。 
・自分の学びで思ったこと。 

◆手立て２ 

・感想を書き，発表を聞きながら，三角形の内角 

の和を基にして考えたということを再確認し， 

次への意欲を高める。 

・次時は，四角形の内角の和を使って角度を求め

ていくことを伝える。 
 
（４）板書計画 
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                            四角形の４つの角の大きさの和＝３６０° 
               三角形２つ Ｄ    三角形３つ Ｄ    三角形４つ Ｄ 
               Ａ          Ａ          Ａ 
  見通し 
  正方形，長方形は３６０° 
  三角形は１８０° 
  三角形に分ける。    Ｂ        Ｃ Ｂ        Ｃ Ｂ        Ｃ 
  ・線を引く       １８０×２＝３６０  １８０×３－１８０  １８０×４－３６０ 
  ・点を打つ          答え ３６０° ＝５４０－１８０   ＝７２０－３６０ 
                         ＝３６０       ＝３６０ 
                            答え３６０°    答え３６０° 
          

 四角形の４つの角の大きさの和は，四角

形を三角形に分けて考えれば求めること

ができる。 

 四角形の４つの角の大き

さの和の求め方を考えよう。 
四角形の４つの角の大きさの和

は，四角形を三角形に分けて考え

れば求めることができる。 

考三角形の内角の和を基にして，四角形の内

角の和の求め方を演繹的に考え，説明してい

る。 
（ノート・発表） 
 


